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分類における ATと bodyの症例に辺縁切除の症例を追加し、術後の咀嚼機能及び口腔 QOLを比
較検討した。【方法】1982 年から 2017 年の期間に名古屋市立大学病院、または神戸大学医学部
附属病院を受診し、下顎腫瘍の手術の際に CAT 分類における AT、または body の範囲で下顎区
域切除が行われた症例（それぞれ AT 群、body 群）、あるいは辺縁切除（Marginal Resection）
が行われた症例（MR 群）のうち、本研究に同意が得られた 31例を対象とした。年齢は 52-89歳
（平均 68.1 歳）、性別では男性 16 例、女性 15 例で、AT 群は 7 例、body 群は 12 例、MR 群は
12例である。評価方法としては以下に示す 4つの方法を採用した。なお、評価は全例において顎
義歯やインプラント義歯などにより最終的な咬合回復が終了した術後 3 ヶ月以降に実施した。①
OHIP-49 （Oral Health Impact Profile‐49）、オーストラリアで開発された口腔 QOLアンケートの
日本語版を採用した。機能的な問題、痛み、不快感、身体的困りごと、心理的困りごと、社会的




析ソフト（Microsoft Excel 2010/XLSTAT-Pro.）を使用し、有意水準 0.05に設定し Steel-Dwass法に
て検討した。【結果】OHIP-49の各領域の合計点数による比較では、AT 群と body群の間に有意差
（P<0.05）を認めたが、AT 群とMR 群、body群とMR 群との間に有意差を認めなかった。OHIP-49
の領域別の結果では、身体的困りごと、心理的困りごとの領域で、AT 群と body 群の間に有意差
（P<0.05）を認め、機能的な問題の領域においては AT 群とMR 群の間に有意差（P<0.05）を認め
















で回復できることが示唆された。【結論】body 群においては AT 群より高い咀嚼機能の温存が可
能であり、MR群の術後の咀嚼機能とそれほど差がないことが示唆された。 
 
     





【方法】1982 年から 2017 年の期間に名古屋市立大学病院または神戸大学医学部附属病院におい
て下顎腫瘍のために区域切除を受けた患者で、切除範囲が CAT 分類における AT 群、body 群に相
当する患者、または辺縁切除（Marginal Resection）を受けた患者（MR 群）合計 31 例を対象に
以下の検討を行った。①OHIP-49（Oral Health Impact Profile‐49）の日本語版を用いた口腔 QOL
の評価、②ロッテ社製キシリトール咀嚼チェックガムによる咀嚼能力判定、③GC 社製グミによ
る咀嚼能力判定、④食品咬度アンケートによる咀嚼能率判定。 
【結果】①OHIP-49 の合計点数による比較では、AT 群と body 群の間に有意差（P<0.05）を認め
たが AT 群 と MR 群、body 群と MR 群の間には有意差を認めなかった。OHIP-49 の領域別の結
果では、「身体的困りごと」、「心理的困りごと」の領域で、AT 群と body 群の間に有意差
（P<0.05）を認め、「機能的な問題」の領域においては AT 群と MR 群の間に有意差（P<0.05）
を認めた。②ガム検査では、AT 群と body 群または MR 群の間に有意差（P<0.05）を認めた。③
グミ検査においては各群間に有意差を認めなかった。④食品咬度アンケートでは各群間に有意差
を認めなかった。以上の結果から、下顎の切除範囲の違いによる術後の咀嚼機能は、body 群と 
MR 群で AT 群より優っており、body 群と MR 群では有意な差がないことが示された。 
【考察】下顎切除の CAT 分類において、AT 群では body 群より切除される下顎骨の範囲が大き
く、付着する内側翼突筋や咬筋などの咀嚼筋、顎二腹筋、顎舌骨筋などの切除が広範囲になるこ





機能を適切に評価できる新たな検査法の展望、Masticatory performance と Chewing 
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